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方の梅雨、日本海の冬期の帯状雲・小低気圧や関東地方の雷雨について、野外観測・

解析・数値実験を有機的に結合した総合的研究を行う。

　そのために、(1)メソ対流系を観測するのに有効な観測測器の充実とメソ観測シス

テムの構築、(2)ドップラーレーダー、高層ゾンデ、航空機などによる特別観測の実

施、(3)特別観測データのデータベース化、(4)特別観測で観測される事例の解析、(5)

数値モデルによる再現実験、(6)ほかの地域のメソ対流系との比較および全体の取り

まとめ、を行う。特に、(1)では、境界層レーダー、気温分布測定マイクロ波放射計、

地上観測装置を購入して、メソ観測体制の充実を図ると共に地上からのメソ観測シ

ステムの構築をめざす。また、(2)では、機動的な航空機とドップラーレーダー・高

層ゾンデ・気象観測船などの観測網を組み合わせて、今までになかった規模の総合

的な観測を行う。こうした観測や解析から、日本域のメソ対流系の構造や発生・発

達の仕方、およびメソ対流系の形態とその周りの環境場（中間規模擾乱などの場）

との関係を明らかにする。さらに、(5)では数値モデルを用いて観測される事例の再

現実験などを行い、メソ対流系の自己増殖や組織化のメカニズムや階層構造間の相

互作用などを明らかにする。

　平成 10年度は、平成 11年度以降の特別観測のために、メソ観測用測器の購入や

観測の準備を行った。特に、平成 11年度では九州地方において６月から７月に

図１　九州・東シナ海梅雨特別観測(X－BAIU－99)の概要．




